
形式数量建具記号

ＡＷー１ ２

１ＡＤー１ アルミ製片開きドア

１ＡＤー２ アルミ製両開きドア

アルミ製引違い窓

１ＴＢー１ 木製フラッシュトイレブース

建
具
表

Ｗ×Ｈ

800×1900

1600×1900

1200×550

H1850、t30

ガラス

上部ガラス

上部ガラス

備考

【特記事項】
・敷地内工作物は特記無き限りすべて解体撤去すること。
・敷地内の地中埋設物（配管・枡類・便槽等）は解体撤去すること。
・建物解体跡、舗装撤去跡、は購入土（真砂土等）で埋戻し、整地すること。
・切土により、残土が発生する場合は敷地内敷き均しとする。表層は購入土（真砂土等）とする。
・フェンス（忍び返し付H3ｍ、プール廻りH1.2ｍ）はすべて撤去とする。
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忍び返し付フェンス H=3000（L=43.0ｍ）

床：インターロッキング敷き

コンクリート立上り：W100、H≒GL＋150

両開き門扉 W=3000

忍び返し付フェンス基礎：350□

フェンス H=1200（L=32.7ｍ）

フェンス H=1200（L=17.8ｍ）

フェンス H=1200（L=4.3ｍ）

フェンス H=1200（L=6.3ｍ）

竪樋60φ

竪樋80φ

フェンス H=1200（L=32.7ｍ） パイプテント（骨組のみ）
軒高≒1800
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30φFB16×4.5

80φ

プールサイド屋根
支柱：90φ、ＦＲＰ製屋根

FB50×4.5

L-6×65×65

90φ

80φ

屋根：FRP
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図面番号

区
分

検　図 製　図 工事名称 図
面
名
称

縮
尺

A－０４旧東酒屋水泳プール解体工事
平面図・仕上表

A３判：１／１５０

パイプテント立面図　1/100プールサイド屋根立面図　1/100
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